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Ｑ：習志野高校の老朽化に伴う生徒への負
担について伺う。

Ａ：最も古い普通教室棟、特別教室等及び
第一体育館が建築後５０年、第二体育館が
建築後４９年経過しており、天井や壁等に
剥がれが見られるほか、一部雨漏りが生じ
る場合がある。
定期的な点検・保守管理を実施しながら、
適時必要な個所の修繕を行っている。

現在の市立習志野高校

Ｑ：習志野高校の部活動の円滑な練習を考
慮した際、理想とする敷地面積について伺
う。

Ａ：現在校舎のある敷地が約３万９千㎡、第
二グラウンドが約１万８千㎡となっている。
このような敷地の中で場所を半分に区切っ
たり、時間をずらすなど工夫して活動を行っ
ている状況である。また、近隣の施設やグ
ラウンドを借りて実施している。
これらの現状を踏まえた施設整備について
検討が必要。

市立習志野高校の部活動の現状 市立習志野高校の航空写真



生徒が利用する実籾駅に隣接する実籾三丁目には、１３haの市街化調整区域があります。

生徒通学の負担軽減や、学校教育をはじめとした円滑な部活動を推進するに当たり、十
分な土地面積を確保できる可能性は大いにあります。

全国レベルの各部活動の練習が、時間で区切られたり、他の施設を活用したり等の負担
が生じてしまっております。建築後５０年を経過する施設の老朽化の状態を考えれば、新
設の際の施設の一元化が至上命題であり、実籾三丁目の市街化調整区域であれば、移
設先として望ましいと考えます。

習志野高校については、建築後６１年が経過をする令和１７年度から建て替えに着手する
と位置付けられております。実籾三丁目市街化調整区域の地権者の意向の全ては確認で
きておりませんが、地権者の意向、地域の意向を確認しながら、将来の習志野高校の移
転を検討していただくように要望しました。
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市立習志野高校建替えへの要望

Ｑ：現在地に新たに学校を建築する場合は
生徒への負担が多大である。
新たな移転先は本市が所有する土地財産
ににおいて検討できるのか伺う。

Ａ：本市が所有する未利用の土地で現在の
敷地面積に相当する広さの土地はない。
習志野高校の理想の敷地面積は明確には
答えることは難しいが、各部活動の現状等
も踏まえつつ、今後の施設整備の在り方と
ともに検討していく必要があると認識をして
いる。

実籾三丁目の市街化調整区域への移転が
最も負担が少ないと考えます。
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